
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

平成 22 年 6 月 13 日 (日 ) 長崎原爆資料館ホールにて行われました、「ながさき平和大
集会」にて秋月平和賞の授賞式がありました。 
当院は、1993 年より延べ 270 人の在韓被爆者の渡日治療や支援を続けており、それが
今回の秋月平和賞受賞に繋がりました。 
集会では、ながさき平和大集会実行委員会の元山寿恵子代表委員から表彰状を受け、

その後講演では、茅野院長が在韓被爆者に支援を始めた経緯や、渡日治療の際に言

葉や習慣の違いで苦労したこと、印象に残っている患者を話しました。また院長は「困っ

た人に手を差し伸べるのが医療に携わる者の義務。これからも日本と韓国の友好の一助

になるため、これからも頑張っていきたい」と語りました。 
 

↑元山寿恵子代表委員より表彰を受ける 
茅野丈二院長 

↑「治療を通じ日韓友好を」と語る茅野丈二院長 

↑秋月平和賞 表彰状 


